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八百比丘尼
（米子市彦名）

語
り
手

河
場
敏
雄
さ
ん

（
大
正

年
生
ま
れ
）

平
成
７
年

月

日
収
録

昔
、
粟あ

わ

島し
ま

の
里
に
漁
師
た

ち
が
講
を
し
た
。
一
人
が
ト

イ
レ
に
行
き
、
料
理
場
を
見

た
ら
、
え
た
い
の
知
れ
ぬ
も

の
を
料
理
し
て
い
る
。
「
た

い
へ
ん
な
も
の
を
料
理
し
ち

ょ
る
。出
し
て
も
食
べ
る
な
」

と
話
し
て
い
た
。

案
の
定
、
そ
の
料
理
が
出

た
の
で
「
あ
ん
な
も
ん
食
べ

ち
ゃ
あ
、
ろ
く
な
こ
と
は
な

い
」
と
家
へ
持
っ
て
帰
ら
ず

に
途
中
で
み
ん
な
捨
て
て
し

ま
っ
た
が
、
一
人
の
酔
っ
ぱ

ら
っ
た
漁
師
が
、
捨
て
る
こ

と
を
忘
れ
て
わ
が
家
へ
持
っ

て
帰
っ
た
。
戸
棚
へ
入
れ
て

お
い
た
ら
、
そ
こ
の
娘
さ
ん

が
、
そ
の
ご
馳ち

走そ
う

を
食
べ
て

し
ま
っ
た
。

そ
れ
が
人
魚
の
肉
で
、
食

べ
た
娘
さ
ん
は
、
八
百
年
ま

で
長
生
き
し
、
晩
年
は
、
粟

島
神
社
の
洞
穴
に
入
っ
て
入

寂
し
た
そ
う
な
。
い
わ
ゆ
る

八や

百お

比び

丘く

（
尼に

）
さ
ん
が
、

終
生
住
ん
だ
と
い
う
の
は
あ

の
洞
穴
だ
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。こ

の
「
八
百
比
丘
尼
」
の

話
は
全
国
的
に
伝
承
さ
れ
て

い
る
。
長
寿
を
主
題
と
し
た

説
話
と
し
て
ま
ず
思
い
出
さ

れ
る
の
が
、
異
界
の
理
想
の

国
で
あ
る
竜
宮
城
へ
招
待
さ

れ
た
浦
島
太
郎
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
、
男
性
が
主
人
公
で

あ
る
こ
の
浦
島
太
郎
に
対
し

て
、
こ
ち
ら
は
女
性
が
主
人

公
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た「
昔
あ
る
と
こ
ろ
に
」

で
始
ま
る
浦
島
太
郎
は
、
説

話
の
種
類
で
は
昔
話
で
あ
る

が
、
こ
の
比
丘
尼
の
話
は
、

米
子
市
の
粟
島
と
い
う
よ
う

に
、
場
所
を
特
定
し
て
い
る

と
こ
ろ
か
ら
、
伝
説
に
入
る

点
も
浦
島
太
郎
と
は
対
照
的

で
あ
る
。

地
上
に
生
ま
れ
て
き
た
生

物
は
、
例
外
な
く
死
ぬ
運
命

を
背
負
っ
て
い
る
。
万
物
の

霊
長
た
る
人
類
も
例
外
で
は

な
い
。
す
な
わ
ち
、
地
上
に

君
臨
す
る
ど
の
よ
う
な
権
力

者
で
あ
っ
て
も
、
こ
の
運
命

か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
の
で
あ
る
。
人
々
は
そ
れ

故
に
こ
そ
、
可
能
で
さ
え
あ

れ
ば
、
不
老
不
死
で
あ
り
た

い
と
い
う
か
な
わ
ぬ
願
い
を

持
つ
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
よ
う
な
背
景
の
中
か
ら

出
現
し
て
き
た
の
が
こ
の
八

百
比
丘
尼
伝
説
だ
と
思
わ
れ

る
。さ

て
、
こ
の
八
百
比
丘
尼

伝
説
は
多
く
の
支
持
が
あ
る

の
か
、
調
べ
て
み
れ
ば
、

都
府
県
で
確
認
さ
れ
て
い

る
。
挙
げ
て
お
く
と
東
北
地

方
（
福
島
）
、
関
東
地
方
（
栃

木
、
群
馬
、
埼
玉
、
千
葉
、

東
京
、
神
奈
川
）
、
中
部
地

方
（
新
潟
、
富
山
、
石
川
、

福
井
、岐
阜
、愛
知
、
山
梨
、

長
野
）、近
畿
地
方
（
三
重
、

京
都
、
和
歌
山
、
兵
庫
）
、

中
国
地
方
（
鳥
取
、
島
根
、

岡
山
、
広
島
）
、
四
国
地
方

（
香
川
、
高
知
）
、
九
州
地

方
（
福
岡
、
熊
本
）
と
な
っ

て
い
る
。

一
方
、
伝
承
の
未
発
見
の

と
こ
ろ
は

道
府
県
で
北
海

道
、
東
北
地
方
（
青
森
、
岩

手
、宮
城
、秋
田
、
山
形
）
、

関
東
地
方
（
茨
城
）
、
中
部

地
方
（
静
岡
）
、
近
畿
地
方

（
滋
賀
、
大
阪
、
奈
良
）
、

中
国
地
方
（
山
口
）
、
四
国

地
方
（
徳
島
、
愛
媛
）
、
九

州
地
方
（
佐
賀
、
長
崎
、
大

分
、宮
崎
、鹿
児
島
、
沖
縄
）

と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
島
根
県
浜
田
市
、
京

都
市
丹
後
町
、
岡
山
県
浅
口

郡
金
光
町
に
は
、
同
じ
内
容

で
あ
り
な
が
ら
、
千
年
生
き

た
と
す
る
千
年
比
丘
尼
伝
説

が
存
在
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

（
元
鳥
取
短
期
大
学
教
授
）

（
水
曜
日
に
掲
載
）

イラスト・福本隆男


